
おしゃべりひめは、そこにいれられて、あんまりこわ

いので、いしのうえにねたまま、おいおいないていま

したが、いつまでたっても、だれもたすけにきてくれ

ません。おかあさまや、じょちゅうのなまえをよんで

、 、 。も あたりはただしんとして まっくらなばかりです

そのうちに、ひめは、なきくたびれて、うとうとと、

ねむりかけますと、まもなく 「にゃー」という、や、

さしいねこのこえがきこえました。みると、むこうの

くらいところに、こがねいろのねこのめが、ふたつ、

きらきらとひかっています。おしゃべりひめは、さび

しくて、たまらないところでしたから、このねこをみ

ると、よろこんで 「ちょっ、ちょっ」と、よびまし、

た。そうすると、ねこは、すぐに、ひめのところへす

りよって、のどをぐるぐるならしました。ひめは、ね

こをだきあげて、こういいました 「まあ、おまえは。

どこからはいってきたの。このいしのろうやには、ね

ずみのはいるあなさえ、ないのに。おまえ、もし、で

るところをしっているのなら、あたしに、おしえてち

ょうだいな！ 「にゃー 「おや。おまえ、でていく」 」

ところをしってるのかい 「にゃー 「じゃあ、おま」 」



えさきにたって、あたしをつれていっておくれ 「に」

ゃーにゃー」と、いううちに、ねこは、ひめのてをぬ

けだして、あるきだしながら 「こっちへ、いらっし、

ゃい」と、いうように、ふりかえりました。おしゃべ

りひめは、ねこが、ほんとうにろうやのそとへ、つれ


